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報道関係各位  

 

 

ジオテクノロジーズが環境省「デコ活」補助事業に共同事業者として採択 

LBMA Japan と共に「LOCATION-GX プロジェクト」にて脱炭素運動を推進 

 

 

 ジオテクノロジーズ株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長 CEO 八剱 洋一郎）は、一般社

団法人 LBMA Japan（本社：東京都千代田区、代表理事 川島邦之）が主催する「LOCATION-GX プロ

ジェクト」に参画しています。このたび、当プロジェクトが、環境省が実施する環境配慮行動普及促進事業費補助

金及び二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（「デコ活」※（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る

国民運動）推進事業）に係る補助事業の公募にて、令和６年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助

金対象事業として採択されましたので、お知らせいたします。 

※『デコ活』は、環境省が主導する脱炭素行動の国民運動です。 

 

 

環境省からの報道発表はこちら：https://www.env.go.jp/press/press_03634.html 

  

 

 

  

 

 

■背景 

LBMA Japan は、位置情報データを活用したビジネス、マーケティング、サービスを推進する非営利業界団

体で、当社も加盟しています。人の動きを可視化する『人流』、車の動きを可視化する『車流』など、位置情報

データを活用した様々な施策の展開を支援し、今後のスマートシティ社会において、より人々の暮らしを豊かに

するために活動しています。人々の暮らしを豊かにするためには、『脱炭素』が必要不可欠です。そこで、加盟企

業が移動における炭素排出量を可視化・統一化することで、より多くの人々に行動変容を促す施策を展開で

きるのではと考え、2024 年 5 月『Location GX プロジェクト』を発足し、このたびデコ活推進事業にかかる補

助事業の公募に参加し、採択されました。 

 

2024 年９月 3 日 

ジオテクノロジーズ株式会社 

https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/
https://www.env.go.jp/press/press_03634.html
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■『Location GX プロジェクト』について 

   

 

    

 

 

 

LBMA Japanでは、2024年５月に、移動によるCO2排出量とその行動変容に伴う脱炭素の計測基準を

統一した「Location-GXガイドライン」を発行しました。このガイドラインに基づきLBMA Japan が中心となり、

会員企業による国民向けナッジ施策を推進することで、移動に関する行動変容に伴う脱炭素に取り組みます。 

 また、これまで各事業者でばらつきのあった移動におけるCO2排出量と脱炭素の計測・比較手法については、

LBMA Japanが計測・可視化する共通ダッシュボードを構築し、そこに繋げる共通APIを開発することで、会員

企業による国民向けナッジ施策 (デコ活推進事業) のビジネス化と継続発展を後押しします。 

 今回、共通ダッシュボード構築と共通API開発に加え、会員企業のうちジオテクノロジーズを含む５社が、共

通基準のもとで各種価値提供を行うデコ活推進施策のナッジ施策を展開するという共同事業開発を進めてま

いります。 

 

 

■ジオテクノロジーズの役割 

   当社は国民向けナッジ施策（デコ活推進事業）を推進するために、先行事業モデルを作ります。国民活動

を推進するためには直接的な脱炭素のメッセージだけではなく、脱炭素につながる機会の創造も必要と考えまし

た。当社が運営する2,000万ダウンロード目前のポイ活アプリ「トリマ」を活用し、脱炭素のメッセージを効率的・

効果的に国民に伝達し、さらに「歩いてお得」を推奨。結果的に自動車の利用機会が減り、脱炭素な暮らしに

つながるというナッジモデルを創造します。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000027.000055226.html
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   「トリマ」を活用することで、認知の獲得・行動変容の促進・脱炭素な移動の把握に至るまで一貫して提供す

ることができます。これまで見えなかった費用対効果や施策の継続判断基準が明確になることで、自治体は一過

性のキャンペーンやイベントに頼ることなく、脱炭素を市民に普及することができるようになります。 

 

 

 

 

■Location-GXプロジェクト参画企業 

  今回のLocation-GXプロジェクトには、以下の加盟企業が参画を予定しています。 

・一般社団法人LBMA Japan  

・ジオテクノロジーズ株式会社（https://geot.jp/）  

・株式会社unerry (https://www.unerry.co.jp)  

・ANA X株式会社 (https://www.ana-x.co.jp)  

・株式会社ブログウォッチャー (https://www.blogwatcher.co.jp)  

・株式会社データインサイト (https://datainsight.jp/)  

Location-GXプロジェクトに関する詳細は、一般社団法人LBMA Japanまでお問い合わせください。  

 

 

■一般社団法人LBMA Japan について 

一般社団法人LBMA Japan（ロケーションビジネス＆マーケティングアソシエーション）は、位置情報データを

活用したビジネス・マーケティング・サービス施策を促進する非営利社団法人です。現在、日本国内で事業を展

開する、86社が加盟しています。（2024年8月現在）  

所 在 地：東京都千代田区神田和泉町1番地6-16ヤマトビル405  

https://geot.jp/
https://www.unerry.co.jp/
https://www.ana-x.co.jp/
https://www.blogwatcher.co.jp/
https://datainsight.jp/
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設 立：2020年2月  

代 表 理 事：川島邦之  

問 い合 わせ先：https://www.lbmajapan.com/  

info@lbmajapan.com 

 

 

 

■ ジオテクノロジーズ株式会社について 

当社は、1994 年の創業から一貫してデジタル地図を提供しています。翌年には地図ソフト「MapFan」を発売。

その後、国内初の i モード地図や、カーナビ、法人向けの地図データ、位置情報ソリューションをはじめ、高度な自動

運転の実現に不可欠な AD/ADAS 用地図をいち早く提供しています。 

また、2020 年にリリースしたポイ活アプリ「トリマ」に代表されるアプリケーションのユーザーとの接点により、人の移動

やその背景にある意識といった現実世界の状況「インサイト」をリアルタイムで把握することが出来るようになってきてい

ます。 

当社は、これらの人流をはじめとする膨大なビッグデータと、約 30 年間整備してきた地理空間データを掛け合わ

せて最先端技術を用いて分析することにより、「今この瞬間のインサイト」を提供し、より快適でサスティナブルな世界

の実現という社会貢献を目指しています。 

 

本 社 所 在 地： 東京都文京区本駒込 2-28-8 文京グリーンコートセンターオフィス 

代 表 者： 代表取締役社長 CEO 八剱 洋一郎 

設 立： 1994 年 5 月 1 日 

事 業 内 容 ： オートモーティブビジネス／エンタープライズビジネス／マーケティングビジネス／コンシューマービ

ジネス 

コーポレートサイト： https://geot.jp/ 

 

https://www.lbmajapan.com/
https://incrementp365-my.sharepoint.com/personal/ak_abe_geot_jp/Documents/デスクトップ/info@lbmajapan.com
https://geot.jp/

